
　　　　　　市の人口　　　　

（昭和56年9月1日現在）

世帯数48，817世帯（前月比71世帯増）

人口154，791人（前月比182人増）　　

男77，334人　　

女77，457人
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●毎月1日・us・21日兌行

近代的な斎場建設へ

周
囲
の
環
境
と
も
調
和

斎
場
問
題
懇
談
会
の
討
議
か
ら

　
火
葬
場
は
都
市
施
設
と
し
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
Ｉ
宇
治
市
営
火
葬
場
は
、

地
城
の
現
状
や
施
設
の
規
模
な
ど
か
ら
新
し
く
近
代
的
な
斎
場
建
設
の
必
要
に

せ
ま
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
て
は
斎
場
問
題
懇
談
会
を
設
け
る
な
ど
、

斎
場
建
設
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
今
ま
で
の
経
過
を
含
め
斎
場
問
題
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
ほ
、
火
葬
棟
・
待
合
棟
な

ど
の
複
合
し
猫
筏
的
な
施
設
と

し
て
の
斎
場
の
襲
一
’
を
。
緊
急
の

行
政
茜
？
じ
て
取
ぴ
組
ん
で
い

ま
ず
。
い
ま
で
ぱ
、
火
葬
場
は
。
斎

場
’
と
い
う
名
称
が
｛
β
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
お
り
、
周
囲
の
環
境

に
あ
っ
た
清
そ
な
Ｉ
’
護
と
な
っ
て

い
ま
7
。
　

日
本
に
お
け
る
葬
祭
儀
式
の
方

法
鯵
篆
・
宗
派
に
よ
る
違
い
は

あ
っ
て
私
埋
葬
の
方
法
は
土
葬

と
火
葬
に
限
β
れ
て
い
ま
ず
。
し

か
も
、
火
葬
が
最
も
慧
尽
し
た
埋

罪
形
鮨
7
な
っ
て
い
る
こ
Ａ
Ｗ
ｉ
ｙ

存
知
の
と
お
り
で
す
。
　

現
在
、
牢
舎
蛇
塚
の
高
台
に
あ

4
市
営
火
葬
場
は
、
大
正
十
五
年

に
坦
画
町
が
設
置
し
た
も
の
。

当
時
は
市
街
地
か
ら
近
い
と
こ
ろ

で
あ
Ｓ
＼
な
が
ら
、
‘
沢
ｙ
に
人
家

も
な
ぐ
。
竹
や
ぷ
9
雑
木
林
に
囲

ま
れ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
昭
和
四
十
年
代
か
ら
全
市
的

に
は
じ
ま
っ
た
住
宅
開
発
が
こ
の

周
辺
に
お
及
び
、
四
十
八
年
十
二

月
に
は
、
都
市
計
画
決
定
で
第
一

種
住
居
専
用
地
域
に
摺
き
れ
ま

し
た
。
　

こ
の
火
葬
場
は
旧
来
か
ら
の
ま

痙
Ｈ
Ｍ
Ｊ
あ
り
、
老
朽
化
し
て
い

た
の
で
、
能
力
の
向
上
と
公
害
防

止
か
ほ
か
る
た
め
、
五
十
二
缶
ハ

月
に
丹
燃
装
斡
忖
の
灯
油
式
バ
ー

ナ
’
Ｉ
Ｉ
炉
二
基
の
施
設
に
改
捧
し
ま

し
た
。
　

こ
の
と
き
、
市
と
功
力
の
町
内

会
や
団
体
と
の
間
に
、
五
年
以
内

に
現
在
の
揃
護
を
廃
止
ず
る
こ
と

＊
）
Ｓ
東
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
期
限
が
五
十
七
年
五
月
と
な

っ
て
い
ま
す
。

▲建設用地を検討するため現地視察する斎場懇の一行（9月I2日）

　
き
よ
登
背
二
十
一
ａ
か
ら
、

清
掃
週
間
1
城
隋
衛
生
管
穏
｀

合
で
は
「
清
掃
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
1

「
倖
罠
代
表
に
よ
る
ｃ
み
・
に
政

一
日
収
簒
芦
」
な
ど
の
取
昨
組
み

か
ｎ
ぶ
ヂ
。
ま
ち
今
年
は
「
廃

棄
物
の
処
｀
笈
ぴ
清
掃
に
関
す
る

法
律
」
が
旛
Ｗ
9
十
年
目
に

あ
た
ひ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ご
み

の
こ
と
盈
二
度
考
凡
て
み
ま
し
　

市
で
は
、
清
潔
で
堡
鸞
麓
宿

環
境
を
つ
く
る
な
め
い
ろ
い
ろ
な

｝
聊
仔
政
課
題
に
取
忿
‘
一
ん
で
き

ま
レ
た
。

ご
み
中
継
所
の
閉
鎖

　
昭
和
四
十
三
年
か
ら
便
っ
て
い

た
Ｑ
み
中
継
所
生
八
月
一
日
で
閉

『
m
域
で
収
集
し
た
Ｑ
み
は
、

す
べ
て
長
谷
山
清
掃
工
場
へ
直
接

運
ぷ
こ
と
に
な
び
ま
し
た
。

み
ぞ
土
回
収
の
定
期
化

町
内
会
圭

衆
し
た
と
き
に
出
る
Ｑ
み
、
＋
砂

の
回
収
盈
行
っ
て
い
ま
す
・
回
収

日
は
木
・
金
曜
日
で
。
容
器
が
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
も
の
と
な
っ
て

い
ま
ず
。
　

箆
晋
範
る
と
溥
ぱ
回
収
容
器

を
お
届
け
し
ま
ず
の
で
、
清
掃
課

へ
ご
連
絡
ぐ
だ
さ
い
。

古
紙
回
収
に
協
力
を

　
古
紙
回
収
事
業
は
昭
和
五
十
年

八
月
に
ス
タ
ー
ト
し
、
現
童
旦
〈

十
m
体
ｐ
取
ぴ
組
ん
で
い
た
だ

い
て
い
‘
’
チ
。
”
6
に
多
く
の
町

内
会
、
息
m
％
加
し
て
い
た

だ
ぶ
劣
回
収
日
を
水
・
木
・
金

嘔
日
の
三
日
間
に
し
奔
レ
だ
。
　

ご
み
と
し
て
燃
や
芦
れ
て
い
る

紙
の
ほ
と
ん
ど
だ
丹
生
で
喪
る
も

の
。
宍
屁
一
Ｊ
ｆ
は
。
原
木
二
十
本

に
あ
た
夕
ま
ず
。
　

新
聞
、
雑
誌
。
ダ
ン
ボ
ー
ル
は

市
の
古
紙
回
収
事
業
に
出
し
ま
し

ょ
う
・
ぜ
ひ
、
ご
乖
刀
ぐ
だ
さ
い
。

ご
み
の
減
量
を

市
民
の
み
な
”
ｙ
ん
が
｛
Ｗ
れ
る

Ｃ
み
は
、
一
日
に
教
尤
る
Ｑ
み
が

七
十
一
7
、
燃
入
な
い
ご
み
が
約

二
十
一
テ
も
あ
Ｉ
手
］
。
し
≪
4
）

0
み
の
m
増
加
し
て
お
昨
一
、
Ｑ

み
処
理
に
多
額
な
費
用
が
か
か
っ

て
い
豪
罵
　

C
J
み
減
婁
筋
に
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
ご
協
刀
を
お
願
い
し
ま

す
。
　

ま
た
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
を
燃
や
す
と
有
害
ガ

ス
が
発
生
し
。
異
常
高
温
で
俸
邸

炉
が
故
障
し
た
μ
Ｌ
￥
チ
・
必
ず

″
一
冤
る
Ｃ
み
と
燃
え
な
い
Ｑ
み
に

分
ｍ
－
し
i
V
－
V
だ
さ
い
・
　

生
ご
み
の
半
分
は
水
分
。
必
ず

水
切
び
參
し
て
ぐ
だ
さ
い
・
　

ま
だ
便
え
る
不
田
島
は
、
商
工

唇
ｆ
膝
の
≫
不
用
高
交
換
ひ
ろ
ぼ
’

を
l
ｙ
利
用
ぐ
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　

（
漕
磁
諜
）

快適な環境をめざし

て 9月21日から清掃週間

斎
場
懇
が
提
言
へ

大
垣
市
へ
視
察
も

　
市
で
は
、
そ
の
後
斎
場
の
雅
設

に
む
け
て
取
ぴ
組
ん
1
置
し
た

が
、
用
地
舎
添
チ
る
ま
で
に
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
シ
し
た
中

で
、
今
年
七
月
に
池
本
市
長
は
宇

治
市
斎
場
問
題
恐
器
夕
設
置
。

こ
の
恐
咎
は
、
。
地
域
社
＜
！
Ｋ
に
お

け
る
不
可
欠
の
都
市
施
設
で
あ
る

斎
場
の
誘
笞
促
進
す
る
た
め
。

宇
治
市
の
斎
場
は
い
か
に
あ
る
べ

き
か
ｌ
意
談
し
、
市
長
に
握
冨

し
て
い
た
ｉ
。
V
．
＞
？
Ｑ
Ｐ
す
。
委
員

は
、
町
内
会
な
ど
の
代
表
者
や
知

識
経
験
者
、
各
種
団
体
の
代
表
者

三
十
人
。
七
月
十
一
日
の
初
＜
！
Ｒ
＜

で
、
会
長
に
は
平
岡
正
勝
章
ん
　

（
京
都
大
学
教
授
）
、
副
会
長
に
は

野
田
勇
さ
ん
（
城
南
荘
甕
町
内

必
一
長
）
か
選
出
し
、
市
か
ら
ぶ
ハ
葬

場
の
現
況
や
今
後
の
見
通
し
に
つ

い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
　

つ
づ
い
て
。
斎
場
問
題
懇
談
会

は
、
七
月
二
十
五
日
に
岐
阜
県
大

垣
市
の
斎
場
奮
醤
一
。
大
垣
市
の

斎
場
は
、
最
近
襲
竪
瓦
だ
近
代

的
施
設
で
従
来
の
イ
メ
ー
ジ
を
Ｉ

新
す
る
も
の
で
し
た
。
委
員
の
み

な
さ
ん
か
ら
、
「
暗
い
イ
メ
ー
ジ
は

な
ぐ
、
近
代
的
と
り
っ
Ｓ
じ
。
建

物
や
施
設
に
は
問
題
は
な
か
っ
た
」

と
い
今
昌
皐
や
意
見
も
あ
り
ま
し

た
。
最
新
の
火
葬
炉
は
再
燃
炉
な

戸
公
害
防
止
設
備
｀
尭
備
し
、
火

葬
に
よ
る
公
害
は
な
い
と
い
え
る

も
の
で
し
た
。

　
市
単
独
事
業
で

斎
場
建
設
を

　
市
長
に
提
言
が
出
会
笞
ま
で

は
懇
談
会
の
正
式
な
意
見
に
は
な

り
ま
せ
ん
が
、
積
極
的
に
会
議
が

開
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
討
議
の

経
過
牽
香
応
て
み
‘
一
’
し
ょ
う
。
　

第
一
に
、
斎
場
建
設
の
基
本
と

し
『
こ
の
事
業
は
宇
治
市
単
独

事
業
と
す
る
。
規
模
は
敷
地
が
約

一
万
平
方
μ
。
建
物
面
積
が
約
二

千
平
方
μ
ぐ
ら
い
の
も
の
に
す
る
。
　

第
二
に
、
斎
場
の
内
容
は
、
火

葬
棟
と
待
合
棟
で
構
で
、
告
別

式
場
盈
唸
ヂ
る
。
火
葬
炉
は
五

基
。
な
お
、
将
来
三
基
の
増
設
可

能
な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
。
火

葬
炉
は
台
車
式
公
債
ず
る
。
二

次
燃
焼
室
夕
付
け
、
公
害
防
止
対

策
を
す
る
。
燃
料
は
灯
油
悲
便
用

す
る
。
　

こ
れ
ら
の
こ
と
が
、
ほ
ぼ
確
認

征
れ
て
い
ま
す
。

▲現在の火葬場

委
員
に
よ
る

市
有
地
の
視
察

　
と
こ
ろ
で
、
斎
場
の
建
醗
用
地

に
つ
い
て
ば
、
各
M
か
i
ｓ
m
i

m
m
寛
が
続
出
。
憂
器
と

し
て
は
、
あ
る
程
度
具
体
的
に
用

地
の
検
討
忿
行
っ
て
、
最
終
の
市

長
決
定
の
判
断
資
料
と
な
る
提
言

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
　

用
地
は
約
一
万
平
方
μ
の
面
積

で
も
あ
り
、
ま
ず
市
有
地
を
検
討

す
る
こ
と
に
な
Ｓ
ｒ
ｔ
i
U
4
J
°
市
か

ら
面
積
の
条
件
盈
四
だ
エ
ハ
カ
所

の
用
地
忿
警
Ｕ
、
そ
の
ラ
ち
利

用
計
画
が
確
定
し
て
い
な
い
四
カ

所
忿
吸
器
が
現
地
視
祭
ず
る
こ

と
に
な
り
泰
レ
た
。
そ
し
て
、
九

月
呑
夕
干
二
日
の
二
回
に
分
け

て
、
男
爵
朕
前
、
五
グ
庄
五
雲

峰
、
宇
治
金
井
戸
、
湘
尾
仙
郷
山

の
視
察
か
行
い
ま
し
た
。
　

今
後
、
現
地
視
察
を
お
え
た
各

委
員
が
、
次
の
会
合
で
用
地
問
題

忿
旨
雰
瓦
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
一
定
の
ｌ
ｉ
Ｕ
ｈ
Ｓ
Ｍ
ｔ
つ

ｐ
’
斎
場
問
題
憂
咎
の
提
言
と

し
て
池
杢
ｍ
長
に
報
告
ま
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
晋
蓼
受
け
て
、
市
長
が

建
護
用
地
の
決
定
’
M
＞
ｎ
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
用
地
の
決
定
は
最

大
の
問
題
で
す
の
で
、
広
く
住
民

の
み
な
さ
ん
の
）
ｔ
J
W
＊
Ｓ
き
、

こ
の
斎
場
建
故
を
準
め
て
い
き
た

い
Ａ
Ｊ
ｆ
v
Ｋ
ｅ
て
い
‘
’
ヂ
。
　

市
民
の
み
ｌ
｛
λ
の
拓
殖
と

Ｃ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

池
本
楢
三
郎
さ
ん

　
宇
治
市
自
治
功
労
者
の
池
本
楢

三
堅
兄
（
小
倉
町
東
山
一
の
Ｉ
）

は
、
九
ａ
石
慧
性
ジ
ン
不
全
の

た
め
第
二
岡
本
病
院
重
茫
曾
れ

声
巡
丿
ギ
歳
。
　

胞
舎
ん
は
、
小
倉
村
議
会
議

員
の
後
、
昭
和
二
土
八
年
か
ら
四

十
二
年
ま
否
召
市
議
会
議
員
、

二
土
〈
年
か
ら
三
十
二
年
忌
今

治
市
農
業
委
員
会
委
員
、
四
十
七

年
か
ら
五
十
三
年
農
政
箆
笛

地
改
良
区
理
事
長
か
歴
任
さ
れ
る

な
ど
、
地
方
自
治
や
農
業
の
振
興

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
　

こ
こ
に
つ
つ
し
ん
で
ご
め
い
福

を
お
祈
び
し
豪
ず
。
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子
ど
も
と
お
年
寄
り
を
　
　
　

交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

　
こ
と
し
も
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
九
月
二
十
一
日
か
ら
展
開
さ
れ
ま
す
。
　
市
で
は
、
宇
治
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
を
中
心
に
、
①
歩

行
者
、
特
に
子
ど
も
と
孝
人
の
交

通
事
故
防
止
、
②
目
転
車
利
用
者

及
び
、
二
輪
車
乗
用
者
の
事
故
防

止
（
豪
気
ぶ
作
戦
の
推
笞
一
）
、
③

無
謀
運
転
の
追
放
と
暴
走
辰
の
追

放
を
重
点
に
運
動
を
す
す
め
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
　

と
こ
ろ
で
、
市
内
ｆ
ほ
。
こ
と

し
一
月
か
ら
モ
月
末
ま
で
の
交
通

事
故
が
四
百
二
十
二
件
も
発
生
。

こ
の
う
ち
、
負
傷
者
は
五
亘
一
軍

七
ｒ
ハ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
事
故
の

多
ぐ
は
、
子
＆
な
ど
老
人
が
目
立

つ
て
い
ま
す
。
や
り
に
、
ミ
ニ
バ

イ
ク
の
事
故
も
急
増
し
て
い
ま
す
。
　

こ
の
運
動
鷺
機
会
に
、
悲
惨
な

交
通
事
故
は
断
じ
て
起
こ
さ
な
い

と
、
一
人
び
と
昨
］
が
誓
い
合
い
、

市
民
総
ぐ
る
み
で
交
通
事
故
防
止

に
取
ぴ
組
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
は
い
っ
て
安
心

交
通
災
害
共
済

　
思
い
が
け
な
い
交
通
災
害
に
備

え
て
、
家
族
み
ろ
っ
て
交
通
災
害

共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の

共
済
で
は
、
交
通
事
故
に
よ
る
障

害
の
程
度
に
よ
り
、
最
低
一
万
円
、

最
高
百
五
十
万
円
の
見
舞
金
が
支

給
さ
れ
康
す
。
　

申
込
み
は
、
町
内
：
＜
！
Ｋ
－
自
治
＜
！
i
；

単
位
で
加
入
受
付
け
夕
じ
て
い
ま

す
。
現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
人
も

十
一
月
末
旦
Ｑ
共
済
期
間
が
満
了

し
ま
す
の
で
、
必
ず
手
続
さ
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
。
米
加
入
の
人

も
こ
の
機
会
に
ザ
ぴ
ご
加
入
鴛
　

な
お
、
町
内
会
・
自
治
会
の
な

い
地
域
の
人
は
、
市
内
の
金
殿
機

関
か
市
役
所
交
通
労
政
課
ま
で
。
　
　
　
　
　
　

（
交
通
労
政
課
）

案
内

　
風
し
ん
予
防
接
種

　
ｙ
と
苧
・
9
月
2
4
日
團
、
午
後

2
時
～
ａ
時
半
▼
と
こ
ろ
：
保
健

医
療
セ
ン
タ
ト
2
階
（
市
役
所
向

か
い
側
）
▼
対
象
・
・
・
学
校
な
ど
で

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
甲
″
百
・
3

缶
妻
子
（
今
ま
で
に
医
師
か
ら

　
交
壬
言
、
東
宇
冶
中

学
校
で
、
五
ヶ
庄
、
菟
道
、

明
星
町
な
ど
の
お
年
寄
昨
一
を

対
象
に
、
ひ
と
足
早
ぐ
第
一

回
目
の
雲
雨
整
各
が
開

か
れ
奔
に
‥
’
だ
。
　

こ
の
日
出
席
し
た
池
本
市

長
は
、
参
加
さ
れ
た
約
九
百

敬老会

い
つ
ま
で
も

お
元
気
で

人
の
お
年
寄
匙
箭
に
、
長

寿
を
お
祝
い
し
で
あ
い
さ
つ
。

つ
い
で
、
め
で
た
ぐ
米
寿
を

ひ
？
容
れ
た
人
に
赤
沢
ぷ

と
ん
淡
路
ド
笛
し
た
。
　

こ
の
あ
と
、
演
芸
や
歌
な

菰
屈
で
ぐ
一
日
翁
蓉
し

奔
に
巡
。

　
伊
勢
田
老
人
園
芸
ひ
ろ
ば
が
、

去
る
八
月
二
十
二
日
に
、
市
内
で

第
四
番
目
に
開
園
し
ま
し
た
。
現

在
五
十
六
区
画
を
設
け
て
い
ま
す

が
、
耕
作
区
画
地
（
一
〇
平
方
メ

ー
ト
ル
）
に
少
し
余
裕
が
あ
り
ま

す
。
利
用
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

印
鑑
を
持
っ
て
、
福
祉
事
務
所
福

祉
課
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
利
用
場
所
・
：
伊
勢
田
町
毛
語
一

風
し
ん
と
診
断
脊
れ
た
人
は
除
き

ま
す
）
。
（
保
健
衛
牛
課
）

催
し

　
山
菜
の
料
理
教
室

　
▼
と
き
Ｌ
9
月
2
4
日
南
、
午
前

1
0
時
1
午
後
2
時
▼
と
こ
ろ
：
宇

治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
▼
内
容
・
：

し
い
だ
け
、
わ
ら
び
、
竹
の
子
な

ど
の
山
菜
料
理
▼
講
師
・
・
・
京
都
農

公民館のお知らせ

　
親
子
映
画
の
つ
ど
い

　
公
民
館
で
は
、
宇
治
映
画
同
好

必
ｙ
兵
催
で
、
親
子
映
回
の
つ
ど

い
を
開
き
ま
す
。
ご
寥
蒙
ち
っ

て
お
気
軽
に
お
越
Ｌ
ぞ
だ
さ
い
。

入
場
は
無
料
で
す
。
　

▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
・
・
C
3
3
月
5
は

3
、
午
後
2
時
か
ら
木
幡
公
民
館
、

午
後
7
時
か
ら
小
倉
公
民
館
、
9

月
2
7
日
即
。
午
前
1
0
時
か
學
治

業
改
良
普
及
所
宇
胞
荼
…
の
田
村

さ
ん
▼
費
用
・
・
・
材
料
費
五
百
円
▼

定
目
…
1
5
人
▼
申
込
み
ｙ
・
材
料
費

＊
J
！
＆
i
＜
Ｍ
）
ｆ
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン

ト
（
豊
0
2
ａ
ｌ
き
）
へ
。
　
　
　
　
　
　

（
交
通
労
政
課
）
　
　
　
　
　

◇

　
市
民
ス
ポ
ー
ツひ

ろ
ば
デ
ー

　
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
侃
￥
え
、
9

月
2
3
日
収
に
、
「
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ぽ

ば
‘
を
開
き
柔
す
。
体
操
の
で
き

る
服
装
爰
蕩
へ
直
接
お
越
ト
ぞ

だ
さ
い
。
　

ｙ
種
目
・
会
場
・
時
間
・
・
・
〈
体

力
テ
ス
ト
〉
束
宇
治
中
学
校
（
午

後
2
時
～
4
時
ｙ
〈
卓
球
）
宇
治

◎宇治市公民館…宇治里尻71の　

9（豊＠2804）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑　

34の7（ac8290）

○宇治市小倉公民館…小倉町寺　

内91（n⑩4687）

市
公
民
館
ｙ
上
映
作
品
…
い
ず
れ

も
、
な
つ
か
し
の
Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ
「
少

年
纂
混
筋
に
｀
カ
ラ
ー
作
品
ｔ
時

間
2
2
分
」
。
　

く
わ
し
い
こ
と
は
、
各
公
民
館

へ
お
問
公
Ｂ
せ
ぐ
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　

◇

　
「
親
と
子
の
絵
本
」

　
連
続
’
｀
講
座

子
ど
も
と
す
ぐ
れ
た
本
と
の
出

利用者を再募集

　
三
八
（
伊
勢
田
ロ
ー
ソ
ン
南
側
）

▽
利
用
期
間
・
：
昭
和
5
9
年
3
月
1
5
　

日
ま
で
。

▽
利
用
で
き
る
人
・
：
満
6
0
歳
以
上
　
　

（
4
月
1
日
現
在
）
の
人
で
宇
　

治
市
に
住
民
登
録
を
し
。
他
の
　

老
人
園
芸
ひ
ろ
ば
を
利
用
し
て
　

い
な
い
人
。
な
お
、
一
世
帯
に
　

つ
き
一
区
画
し
か
利
用
で
き
ま
　

せ
ん
。
（
福
祉
課
）

中
学
校
（
午
後
Ｌ
時
半
～
ａ
時
半
）
。

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）
西
宇
治
中
学
校

（
午
前
1
0
時
～
正
午
）
、
〈
体
力
テ
ス

ト
・
イ
ン
デ
ゴ

学
校
（
午
前
1
0
時
～
正
午
）
、
〈
軟

式
テ
ニ
ス
）
西
小
倉
中
学
校
（
午

前
1
0
時
～
正
忠
″
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
槙
島
小
学
校

（
午
後
ｔ
時
～
ａ
時
）
。
な
お
、
御

蔵
山
小
学
校
で
予
定
し
て
い
ま
し

た
「
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば
」
は
都
合

に
よ
り
中
止
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

（
社
会
教
育
課
）
　
　
　
　
　

◇

　
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
ｖ
と
き
・
・
・
9
月
2
7
日
剛
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
ふ
一
室
戸

＜
Ｋ
い
は
、
子
芦
右
の
感
性
や
創
造

力
を
豊
か
に
し
、
成
長
の
糧
と
し

て
大
切
で
す
。
宇
治
市
民
図
措

で
ほ
、
「
親
と
子
・
の
絵
本
」
連
続
講

座
を
開
き
示
す
。
　

▼
日
程
と
内
容
・
・
・
1
9
号
日
側
　

「
子
ど
も
と
絵
本
」
、
1
0
月
1
2
日
側
　

「
幼
い
子
の
絵
本
」
、
1
1
月
9
日
㈲
　

「
小
学
校
初
級
ま
で
の
絵
本
」
’
Ｃ
Ｍ

月
7
日
㈲
『
楽
し
い
絵
本
の
か
ず

か
ず
』
▼
時
間
・
・
・
い
ず
れ
も
午
後

ｔ
時
～
ａ
時
▼
鳥
一
場
・
：
市
民
＜
i
K
館
　

（
宇
治
市
公
民
館
）
ａ
階
大
鳥
一
議

室
▼
講
師
・
・
大
阪
Ｙ
Ｍ
ｃ
Ａ
千
里

子
ご
も
図
書
室
の
上
田
由
美
子
さ

ん
▼
官
員
・
・
・
4
0
人
▼
申
込
み
…
9

月
2
5
E
ま
で
に
電
晏
ぼ
が
き
で

市
民
図
書
室
へ
豊
0
4
0
4
9
　

（
先
着
順
）
▼
保
育
・
・
・
―
歳
以
上

の
そ
公
き
ん
で
、
保
育
を
希
望

す
今
人
は
、
そ
の
旨
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。
（
市
民
図
魯
室
）

小
学
校
ｙ
内
容
…
高
齢
者
が
日
常

気
軽
に
行
兄
る
健
康
体
操
や
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
の
指
導
な
ど
ｙ
参
加
費

・
：
無
料
。
参
加
か
希
望
鳶
客
人

は
、
当
日
、
運
動
の
で
き
る
服
装

で
客
思
蕩
に
集
令
し
て
ぐ
だ
さ

い
。
（
社
会
教
育
課
）

　
市
営
茶
室
対
鳳
庵

　
今
月
末
で
秋
期
閉
席

　
宇
治
市
営
茶
室
。
対
鳳
庵
’
は

九
月
三
十
Ｅ
で
秋
期
は
閉
席
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
と
な
り
の
無

料
休
け
い
所
を
取
り
こ
わ
し
て
、

新
し
ぐ
観
光
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す

る
の
に
伴
Ｚ
）
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　

（
商
二
観
滋
課
）

　
　
　
　
　
◇

　
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

参
加
団
体
を
募
集

　
人
形
劇
グ
ル
ー
プ
が
交
潭
し
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
m
M
し
あ

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
　

宇
治
市
公
民
館
で
は
、
市
内
で

活
動
洽
れ
て
い
る
、
お
ほ
さ
ん
た

ち
や
そ
ζ
も
た
ち
、
職
場
Ｅ
育
友

必
一
な
ど
の
人
形
劇
グ
ル
ー
プ
が
多

数
参
加
い
た
だ
ぐ
よ
う
よ
び
か
け

て
い
ま
す
。
゛
　

▼
申
込
み
・
問
い
《
5
せ
・
・
・
参

加
を
ご
希
望
の
団
体
は
、
9
月
2
6

日
ま
で
に
宇
治
市
公
民
館
へ
。
　

な
お
、
第
ｔ
回
準
備
会
か
角
月
。

3
日
出
、
午
後
2
時
か
ら
宇
治

市
公
民
館
で
、
フ
ェ
ス
テ
″
バ
ル

は
、
1
1
月
2
9
日
聞
の
午
後
、
宇
治

市
公
民
館
ａ
階
大
会
議
字
宅
開
き

未
す
。
（
宇
治
市
公
民
館
）

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

　
市
で
ぱ
、
こ
の
ほ
ど
消
費
生

活
モ
ニ
タ
ー
の
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
り
、
市
民
三
百
九
十

五
人
を
対
象
に
、
消
費
者
意
識

ア
ン
ケ
ー
ト
調
m
m
し
Ｍ

し
た
。
調
査
内
容
は
。
一
般
意

識
、
計
量
、
洗
剤
な
ど
五
項
目

に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

そ
の
中
で
、
洗
剤
に
つ
い
て
の

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

合
成
洗
剤
使
用
　
　
9
.
6
％
の
減

　
今
回
の
調
一
祭
七
、
依
然
と

し
て
合
成
洗
剤
の
悠
用
は
多
い

も
の
の
、
少
し
づ
つ
石
け
ん
へ

の
切
旦
葦
及
が
進
ん
で
い
る
傾

向
が
ラ
か
が
え
ま
す
。
　

合
成
洗
剤
の
利
用
者
は
五
九

・
二
％
で
、
（
前
壬
〈
八
・
八

と
か
ら
几
・
六
び
温
習
、

石
け
ん
の
恋
用
者
が
三
・
〇
％

増
え
て
い
ま
す
（
図
1
）
。
　

合
成
洗
剤
の
利
用
者
の
使
用

理
田
は
、
田
汚
れ
が
よ
ぐ
落
ち

る
（
二
七
・
一
％
）
Ｓ
い
た
だ

參
り
の
（
二
二
・
〇
％
）
倒
昔

現在あなたは洗濯の播合，おもにどちらを使用されていますか。（）≪・成洗剤使用②石ヶン使用（！）併用者　（昭和si年Jt）（1）・．i％‾l

①・・．・％ （Xin．1％

r§　

？．！≫

図I（昭和ii年度）

①H．l％ 0）2・．i％（3）12．・％
無回

答1．｝％

　あなたは今まで合成洗剤（洗濯用、台所用）を使われて、皮フ障書にあわれたことがありますか。①ある（2）ない

図11 ①42．・％ （t）il．l％
←無　回　

答　・．7角

現在、合成洗剤による河川の汚染、人体への彫響がいわれていますが、

あなたはこれらについてn心がありますか。①閥心＊’ある（D少し関心が

あるd）関心がない

図ｍ ①n．％ （Z）3S．I％
一無　回　

答

（I）2．1％」

回
の
特
徴
と
し
て
’
）
£
れ
が
よ

ぐ
落
ち
る
と
答
え
た
人
も
あ
り
、

便
用
方
法
を
誤
ら
な
け
れ
ば

石
け
ん
の
洗
浄
刀
が
高
い
こ
と

が
、
消
費
者
の
間
に
浸
透
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
ひ
ま
す
。
ま

た
、
合
成
洗
剤
と
む
け
ん
の
成

分
の
違
い
に
つ
い
て
、
「
知
っ
て

い
る
」
と
答
え
た
人
は
、
六
九

・
一
％
と
昨
年
と
ほ
ぼ
同
じ
で

し
た
。
　

つ
ぎ
は
、
台
所
用
合
成
洗
剤

の
使
用
状
況
で
す
。
駈
采
・
果

物
洗
い
の
場
合
、
今
ふ
6
な

い
人
が
1
〈
六
・
二
％
と
。
流
水

で
尽
是
け
で
ｔ
分
と
ｃ
．
i
M

え
が
多
数
を
占
め
ま
Ｌ
だ
。
食

器
洗
い
の
場
合
は
、
「
時
々
使

う
」
を
含
め
八
九
・
三
％
の
人

が
筈
Ｗ
れ
て
い
ま
す
。
特
に

油
汚
れ
の
際
使
7
人
が
多
く
、

水
で
十
分
う
す
め
て
か
ら
便
．
ｎ

と
い
う
エ
夫
も
み
ら
れ
ま
す
。

令
て
使
用
し
な
い
人
の
洗
い
方

で
は
、
台
所
用
石
け
ん
、
み
か

き
粉
、
レ
モ
ン
の
残
り
、
熱
湯

と
た
わ
し
で
と
、
エ
夫
が
w
ｉ

て
／
”
Ａ
ｉ
Ｘ
ｙ
？

か
ら
便
用
（
一
八
・
四
％
）
と
、

川
舎
隊
い
て
消
極
的
理
由
が
多

い
の
が
目
立
ち
ま
ず
。
　

石
け
ん
使
用
者
の
場
合
は
、

田
人
体
へ
の
害
が
少
な
い
（
六

八
・
五
％
）
朗
汚
れ
が
よ
ぐ
落

ち
る
（
一
一
・
八
Ｓ
）
と
安
全

性
に
よ
る
使
用
理
由
が
多
く
を

占
め
て
い
ま
す
。
同
時
に
。
今石けんへ切り替え進む

関
心
高
い

環
境
汚
染
問
題

　
さ
い
ご
に
、
合
成
洗
剤
の
皮

フ
障
害
に
つ
い
て
は
、
「
あ
る
」

と
唇
え
た
人
が
四
二
・
六
％
も

あ
昨
一
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、

肌
が
荒
れ
た
り
、
ヒ
ビ
、
か
ゆ

み
、
湿
し
ん
な
芦
蚕
経
験
征
れ

た
人
が
多
く
い
ま
す
。
合
成
洗

剤
が
、
人
体
に
何
ら
か
の
影
響

を
与
汽
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
（
図
Ｈ
）
・
　

ま
た
、
合
成
洗
剤
に
よ
る
河

川
の
汚
染
、
人
体
の
影
響
に
つ

い
て
は
、
実
に
九
六
・
八
％
の

人
が
関
心
ｔ
ポ
し
で
い
ま
す
。

昨
年
の
調
査
で
も
ほ
ぼ
同
率
で

す
が
、
滋
賀
県
で
の
条
例
化
以

来
、
琵
琶
湖
の
水
牽
ぶ
章
ぶ
と

し
て
利
用
し
て
い
る
市
民
の
関

心
の
高
さ
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
　

（
図
Ⅲ
）
。
（
つ
づ
ぐ
）
　
　
　
　
　

（
商
工
観
Ｓ
課
）
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消費者意識調査

お
知
ら
せ

秋の交通安全運動

9月21日～30日

伊勢田老人園芸
ひろば
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